
お手持ちの磁界測定器の測定値は大丈夫ですか？

定期的な特性の評価 ( 校正 ) 試験をお奨めします。

お手持ちの磁界測定器の測定値は大丈夫ですか？

定期的な特性の評価 ( 校正 ) 試験をお奨めします。

お手持ちの磁界測定器の測定値は大丈夫ですか？

定期的な特性の評価 ( 校正 ) 試験をお奨めします。

交流磁界測定器特性評価交流磁界測定器特性評価 ( 校正校正 ) 試験のご案内試験のご案内

（1）直線性およびクロストーク特性（1）直線性およびクロストーク特性

1) 商用周波数における測定器の指示値の精度を確認するために、磁界強度を変化させて、測定器の

直線性(測定指示値の偏差)を評価いたします。

2) 3軸の測定器につきましては、各軸の直線性の試験時に他の2軸の指示値も記録し、各測定軸間の

クロストーク特性も合わせて評価いたします。

3) 発生磁界の周波数はご利用される地域により50Hzまたは60Hzといたしますが、オプションと

して下記装置の基本仕様の範囲内で任意の周波数においても評価いたします。

（2）周波数特性（2）周波数特性

1) 発生磁界の強度は一定として、発生磁界の周波数を変化させて、磁界測定器の周波数特性を評価

いたします。

2) 狭帯域の特性につきましては、商用周波数50Hzまたは60Hzを中心としたバンドパスフィルター

の遮断特性を評価いたします。

3) 広帯域の特性につきましては、磁界測定器の仕様に応じておよそ20Hzから3kHzの周波数帯に

おける平坦性を評価いたします。

（3）軸分離・合成特性（3）軸分離・合成特性

1) 3軸の磁界測定器につきましては、各軸のセンサーに同程度の磁束が通過するような配置にて

磁界を発生させて、各軸の測定値と合成値の評価を行います。

2) 発生磁界の周波数は50Hzまたは60Hzといたします。

3) 発生磁界強度は5μT(50mG)および50μT(500mG)の2点といたします。

（4）その他（4）その他

その他の特性、オプション等につきましては、磁界発生装置能力の範囲内で、お客様のご希望される

  特性を評価いたしますので、お問い合わせください。

Ⅰ ． 特 性 評 価 項 目Ⅰ ． 特 性 評 価 項 目

( 株 ) 電力テクノシステムズ

当社では、人体への暴露に社では、人体への暴露に
関する低周波磁界および電関する低周波磁界および電
界の測定法に関する界の測定法に関する国内国内規
格 JIS C 1910(2004) にIS C 1910(2004) に
準拠した装置ならびに手法準拠した装置ならびに手法
を用いを用いて、交流磁界測定器、交流磁界測定器
の特性評価の特性評価 ( 校正校正 ) 試験を試験を
行っています。行っています。
お手持ちの磁界測定器の定お手持ちの磁界測定器の定
期的な特性の評価期的な特性の評価 ( 校正 )( 校正 )
試験をお奨めいたします。試験をお奨めいたします。



オープン価格

（1）磁界発生コイル（1）磁界発生コイル

　磁界測定器の特性評価に必要な均一磁界が得られるように大型の磁界発生コイルを採用しています。

　1) 型式：正方形ヘルムホルツコイル(1辺：約1.03ｍ)

   2) 均一磁界空間：0.3ｍ×0.3ｍ×0.3ｍ(立体空間の端で磁界偏差3％以下)

   3) 最大発生磁界：0.5ｍT(5G)[10Hz～150Hz]、50μT(500ｍG)[8kHzまで]

　磁界測定器の特性評価(校正)試験は、人体へのばく露に関する低周波磁界および電界の測定法に

関する規格(JIS C 1910：2004　(IEC 61786：1998))に準拠した装置および手法によって

実施しています。この特性評価(校正)試験結果に基づいて、以下の試験成績書類を発行いたします。

（1）試験成績書

（2）検査成績書

（3）検査証明書 (シール)

（4）交流電源装置の校正証明書ならびにトレーサビリティー体系図の写し

Ⅱ．磁界発生装置の仕様Ⅱ．磁界発生装置の仕様
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